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１．概要（Summary） 

充填層反応器の重質油流動の理解には、模擬反応器

を用いた実験や数値シミュレーションが重要である。いず

れの場合も反応器内の充填物間の空隙率分布の把握が

重要であるため、本研究はマイクロX線CTを用いて充填

層内の空隙の観察を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

マイクロ X 線 CT 
【実験方法】 

測定試料には、肉厚 2 mm の SUS 管(1/2 inch)に 1 
mm と 3 mm 径の Al2O3粒子を充填した試料（Case 1, 
2）、直径 100 mm と 125 mm の塩ビ管に幅 2 mm、長さ

10 mm の Al2O3触媒粒子を充填した試料（Case 3, 4）、
を用いた。充填物の写真を Figure 1 に示す。Case 3, 4
は試料が装置の撮像領域よりも大きいため、試料の半分

を撮像して再構築するオフセットスキャンを実施した。 
 

 
Fig. 1 Packing materials 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Figure 2 に Case 1, 2 の xy 面の再構成画像を示す。

Case1 と Case2 では充填物径が異なることで充填層内の

空隙率に大きな差が生じた。SUS 管の X 線の減衰率が

大きいため、充填物と空隙のコントラストが小さくなった。 

 

Fig. 2 Reconstructed image of xy plane. 
(a)Case1, (b)Case2 

 
Figure 3 に Case 3, 4 の xy 面の再構成画像を示す。

Case1,2と比較すると管径が100 mmを超えているにもか

かわらず、良好な再構築画像が得られた．これは塩ビ管

のX線減衰率が小さいことと、充填物であるAl2O3触媒粒

子が多孔質であることに起因すると考える。 
 

 

Fig. 3 Reconstructed image of xy plane. 
(a)Case3, (b)Case4 

 
４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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